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ト
石
渡
新
会
長
挨
拶

阿
部
副
支
部
長
の
中
締
め
▼

（
右
は
石
原
事
業
部
長
）

創
立
3
0
周
年
記
念
講
演
会
も

平
成
け
年
6
月
1
0
日

（
金
）
午
後
1
時
3

0
分
よ
り

ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜
に
て
、

へ
社
■
）
口
本
労
働
安
令
衛
生

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
神
奈

川
支
部
①
3
0
同
年
記
念
行

事
②
支
部
定
期
線
会
③
情

報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。
■

特
に
支
部
定
期
総
合
の

前
に
人
′
同
は
、
神
奈
川
支

部
創
立
期
間
年
記
念
行
事

が
行
わ
れ
、
相
談
役
の
＃

賀
先
生
が
「
安
全
衛
生
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
3
0
周
年
の

今
昔
」
・
・
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
の
拡
大
と
制
度
の

定
着
を
断
っ
て
…
と
題
し

て
、
次
に
尉
閉
の
田
中
先

生
が
『
今
後
の
支
那
活
動

の
展
望
』
と
超
し
て
、
有

意
義
な
講
演
さ
れ

名
が
出
席
L
た
。

次
に
牛
後
3
時
半
よ
り
、

支
部
長
挨
拶
・
総
会
成
立

確
認
後
、
議
事
に
入
り
、

第
一
号
法
案
よ
り
第
五
号

議
案
ま
で
説
明
、
可
決
後
、

新
役
員
の
選
出
に
人
っ
た
っ

今
回
は
、
支
部
長
が
石

渡
弘
一
先
生
に
、
事
業
部

長
が
石
原
光
雄
先
生
に
、

事
務
局
長
が
渋
谷
さ
ん
か

ら
辻
英
雄
さ
ん
に
交
代
す

る
な
ど
、
新
役
員
の
大
幅

人
事
と
な
っ
た
。

石
渡
新
支
那
長
挨
拶
後
、

神
奈
川
労
働
局
・
神
奈
川

県
商
工
労
働
部
・
本
部
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
副
会
虔

ら
来
賓
の
ご
祝
辞
、
各
御

来
賓
の
紹
介
で
無
事
線
会

は
終
T
L
た
。

次
い
て
、
午
後
5
時
す

ぎ
よ
り
、
石
原
新
事
業
離

反
の
司
会
で
労
働
局
安
全

課
長
・
労
働
衛
生
課
畏
、

ま
た
良
い
問
お
腹
話
に
な

っ
た
渋
谷
事
務
局
長
の
祝

辞
の
後
、
県
労
務
安
全
衛

生
協
会
・
西
谷
専
務
理
事

の
乾
杯
で
、
情
報
交
換
会

に
入
っ
た
。

和
気
あ
い
あ
い
の
中
、

阿
部
副
支
部
艮
の
中
締
め

で
、
閉
会
と
な
っ
た
。
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神
奈
川
県
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
と
し
て
発
足
し
、
3
0
周

年
を
迎
え
た
今
隼
、
伝
枕
あ
る
神

奈
川
支
部
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
支
部
の
ト
ム
〓
で
あ
る

文
革
長石
渡
弘
一

酒
乱
の
経
験
が
な
く
選
ば
れ
た
事

に
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
各

位
の
支
援
を
得
て
仔
に
当
た
る
所

存
で
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
っ
　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
わ

れ
わ
れ
の
仕
事
場
で
あ
る
職
域
は

事
業
場
の
統
廃
合
・
分
社
化
な
ど

縮
小
傾
向
が
助
く
、
雇
用
形
態
も

高
齢
化
・
女
性
の
増
加
・
派
遣
労

働
・
在
宅
勤
務
な
と
多
様
化
が
進

ん
で
い
ま
す
ハ
■
　
そ
れ
に
対
応
」
た

什
単
の
進
め
方
が
求
め
ら
れ
て
い

る
時
代
で
あ
り
、
新
し
い
仕
申
を

求
め
て
効
率
的
な
公
報
情
動
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

1
＝
県
内
適
用
山
・
某
所
は
勅
臼
万

（
労
働
着
5
D
人
以
上
は
甲
や
業

境
〕
、
労
働
者
釣
狐
万
人
（
6
0
％

は
5
D
人
以
下
の
皿
戒
昔
響
　
の
中
で
、

業
種
や
事
業
場
艶
模
を
考
え
た
重

点
的
な
業
務
の
甘
一
転
戦
略
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

2
‖
個
の
専
門
家
か
ら
異
な
る
専

門
知
識
を
持
っ
た
専
門
家
集
用
と

し
て
業
邦
拡
人
に
繋
げ
、
ユ
ー
ザ

1
に
満
足
す
る
詐
価
を
得
る
方
策

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）
　
が
必
窄
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

3
‥
専
門
家
と
し
て
の
生
涯
研
修

の
充
実
と
中
・
小
規
模
事
業
者
に

安
全
・
衛
生
を
理
解
さ
せ
る
場
と

技
術
の
碍

以
上
支
部
長
鹿
任
に
当
た
り
私

見
を
述
べ
ま
し
た
。
会
員
皆
様
の

忌
仰
の
な
い
意
見
を
お
聞
か
せ
就

き
活
動
に
反
映
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

㈲
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

神
奈
川
支
部
長
・
事
業
部
長
就
任
に
際
し
て

革
装
部
長石
原
光
線

こ
の
度
、
事
業
部
〓
の
皆
様
の

を
受
け
て
平
成
1

7
年
度
の

ユ
年
間
加
・
菜
館
艮
戦
を
お
引
受
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
未
観

で
あ
る
事
業
部
長
の
就
任
に
加
え

た
ま
た
ま
事
務
局
長
の
交
祥
も
あ

り
、
古
ぃ
混
乱
す
る
こ
と
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
前
小
川

部
長
の
強
力
な
り
－
ダ
ー
シ
ツ
プ

の
下
に
築
き
卜
げ
て
果
た

路
線
を
脱
線
転
覆
せ
ぬ
よ
う
、
行

政
を
は
じ
め
関
係
諸
団
体
の
常
様

の
ご
指
啓
・
ご
鞭
捷
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
ま
た
事
業
部
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
敷
き
な
が
ら
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
事
業
部
の
発
展
の
た

め
に
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
宜
L
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

現
在
、
景
山
刈
も
回
復
の
傾
向
に

あ
る
と
一
．
■
．
［
わ
れ
て
い
ま
す
が
今
な

お
経
済
情
勢
は
厳
し
く
、
こ
の
情

勢
卜
に
お
け
る
各
企
業
の
経
営
は

利
益
俊
先
、
経
費
削
減
が
重
占
川
口

標
と
な
り
が
ち
で
、
そ
の
陰
で
安

全
衛
生
対
策
が
疎
か
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
鮫
近
発
生
し
た

1
R
尼
崎
（
福
知
山
線
）
　
の
脱
線

事
故
並
び
に
航
空
機
会
社
の
、
ミ
ス

や
ト
ラ
ブ
ル
等
は
安
全
軽
視
の
結

果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
労

働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

期
待
さ
れ
る
業
務
内
容
に
つ
い
て

も
転
換
が
必
質
と
な
り
、
作
業
現

場
思
考
に
加
え
組
織
的
に
安
全
衛

生
対
策
を
考
え
実
行
す
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
思
考
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は

▼
人
ひ
と
り
の
学
際
的
な
知
識
の

研
覿
に
よ
っ
て
得
た
能
力
の
運
転

お
よ
び
適
性
な
活
用
が
重
要
と
思

わ
れ
、
そ
の
対
策
の
一
環
と
し
て

生
涯
研
修
の
充
実
並
び
に
官
業
に

緊
が
る
宣
伝
活
動
を
積
極
的
に
推

進
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
り
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事
務
局
通
信

「
平
成
1

6
年
度
の
活
動
状
況
」

沌
牛
8
月
1
4
R
（
t
）

②
新
入
椰
封
研
修
会

出
船
者
　
3
名

於
　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

8
月
2
6
口
（
木
）

労
働
災
害
防
止
特
別
安
全
衛
生

へ
B
特
）
　
打
合
会

出
席
者
　
2
4
名

か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

8
月
加
R
　
（
木
）

研
　
修
　
会

出
席
者
　
2
6
名

於
　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

④
　
9
月
2
5
日
（
上
）

研
　
修
　
会

於
　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

⑤
　
相
月
罠
日
（
上
）

研
　
修
　
会

出
席
者
一
川
名

於
　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

⑥
　
〓
月
け
日
（
土
）

沓
防
止
特
別
安
全
衛
生

（
出
稼
ぎ
労
働
者
閑

⑦
係
・
B
特
出
視
ぎ
）
打
合
会

出
席
者
　
8
名

於
　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

‖
月
2
4
日
（
水
）

藁
部
実
地
研
修
会

出
席
者
　
1
5
名

於
　
北
辰
⊥
菜
（
株
）

⑧
　
‖
月
2
7
U
（
土
）

研
　
修
　
会
出
席
者
　
2
2
名

か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

平
成
1
7
年
1
月
2
9
〓
H
（
土
）

修於
会
出
席
者
3
2
名

か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

⑲
　
2
月
Ⅲ
日
（
水
）

支
部
見
学
会
出
席
者
　
2
6
名

工
業
（
株
）

場

（水）

情
報
交
換
会
出
席
者
　
2
6
名

於
　
地
鶏
座

⑫
　
2
月
2
4
日
（
木
）

南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
誌

於

⑲
　
2
月
参
加
者
　
4
名

ラ
フ
レ
さ
い
た
ま

日
一
上
）

於

　

会
出
席
者
　
3
2
名

か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

⑪
　
3
月
9
日
（
水
）

神
奈
川
虎
莱
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
に
辟
嶋
支
部
長
出
席

⑮
　
3
月
沌
H
（
水
）

神
奈
川
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー

か
も
め
礪
集
委
員
会
に
馬
場
常
任

理
解
出
席

3
月
2
6
日
（
土
）

安
衛
特
（
A
特
）
打
合
会

出
席
者
　
調
名

於
　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

⑬
　
4
月
2
0
‖
（
水
）

於
　
事
務
局

5
月
‖
U
　
（
水
）

汗
）
日
本
作
葉
環
境
測
重
苦
神
奈

川
支
部
鮫
会
に
解
嶋
支
部
放
出
席

⑲
　
5
月
引
H
（
土
）

事
業
部
全
体
会
誠

出
席
者
　
2
0
名

於
　
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

6
月
9
日
（
木
）

本
会
東
京
支
部
総
会
に
石
渡
副

支
部
長
出
席

⑳

6
月
1
0
日
　
（
金
）

イ
神
奈
川
県
労
働
安
全
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
設
立
3
0
周
年
記
念

菰
満
会

口
平
成
り
正
・
度
支
部
定
期
総
会

ハ
桔
肇
父
換
会

別
　
　
　
掲

◇

労

働

災

害

防

1

L

特

別

安

全

衛

生

（B特）

安全
2

3件

名
の
診
断
貞
に
よ

12
月
9
日
に
診
断
結
果
報
告
者

◇
支
離
役
兄
会
等

9
月
柑
日
（
⊥
）
　
常
任

〓
月
6
日
（
上
）
常
任
望
1
会

1
2
月
1

3
日
（
月
）

1
〃
1
5
口
H
（
土
）

2
月
加
R
二
土
）

3
〃
細
目
＝
土
）

4
月
1

6
日
（
土
）

4
月
封
H
（
土
）

◇
事
業
部
役
員
会
等

1
0
月
9
‖
（
上
）

常
任
理
事
会

常
任
理
事
会

常
任
理
　
事
　
会

常
任
埋
草
金

1
0
月
2
3
日
（
士
）
常
任
錘
老
友

‖
月
6
日
　
（
土
）
常
任
理
事
会

幹
　
事
　
会

1
月
ほ
日
　
（
土
）
菅
任
理
事
会

幹
　
事
　
会

4
月
沌
日
（
土
）
常
任
理
事
会

5
月
7
日
（
土
）
常
任
理
事
会

幹
　
事
　
会

撃
翰
局
属
◎
欝

辻

英

雄

と

申

し

ま

す

。

6

月

か

ら

渋

谷

氏

の

後

任

と

し

て

支

那

事

務

局

を

担

当

さ

せ

て

頂

く

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

昨

年

‖

月

頃

に

こ

の

話

が

あ

っ

た

と

き

、

割

と

軽

い

気

持

ち

で

「

お

引

き

受

け

L

ま

す

」

と

答

え

た

記

憶

が

あ

り

ま

す

。

事

務

所

で

独

り

ぼ

っ

ち

の

初

日

を

迎

え

た

と

き

は

、

正

直

言

っ

て

何

か

ら

始

め

て

よ

い

の

か

遠

方

に

暮

れ

ま

し

た

。

実

際

、

年

間

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

に

追

わ

れ

る

予

感

が

し

ま

す

が

、

引

き

受

け

た

以

L

は

先

生

カ

の

ご

協

力

を

得

な

が

ら

楕

▼

杯

頑

張

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

そ

れ

で

は

、

簡

単

に

自

己

紹

介

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

昭

利

1

6

年

相

月

1

2

H

京

都

市

に

生

ま

れ

、

大

学

卒

業

ま

で

は

ず

っ

と

京

都

で

の

ん

ぴ

り

と

育

ち

ま

し

た

。

実

家

は

自

動

中

屋

で

中

大

好

き

人

間

で

す

。

学

生

時

代

は

北

ア

ル
プ
ス
の
剣
岳
を
中
心
に
年
間

U
位
は
山
登
り
を
L
て
い
た
山
男

で
も
あ
り
ま
す
。
よ
く
「
学
部

は
？
」
な
ど
と
問
わ
れ
て
「
立
命

館
大
学
山
岳
部
で
す
」
な
ど
と
答

え
た
も
の
で
し
た
。
昭
和
5
2
年
1

月
に
民
間
の
石
油
会
社
に
途
中
人

社
す
る
前
、
約
6
年
間
程
ワ
イ
ン

で
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
片
田
舎

（
で
あ
っ
た
）
ボ
ル
ド
ー
に
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
遊
学
と
洒
落

込
み
、
日
夜
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
傾

け
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
語
の
勉
強
に

励
み
ま
し
た
。
今
で
も
、
少
し
で

す
が
翻
訳
を
続
け
て
い
ま
す
。
石

油
会
社
で
は
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

室
に
配
属
さ
れ
、
現
地
ス
タ
ッ
7

と
し
て
延
べ
1

0
年
間
ほ
ど
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
国
石
油
公
社
の
製
油
所
に

対
す
る
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
照
了
後
は
、
建
設
関
係

の
「
「
会
社
に
出
向
し
、
総
務
部
で

総
務
▲
人
事
関
係
業
務
に
従
事
し

人
並
み
に
毎
仙
事
定
年
退
職
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
鑑
務
部
が
良

っ
た
こ
と
も
あ
り
安
全
衛
生
に

多
少
関
わ
り
が
あ
り
ま
L
た

が
、
専
門
的
な
こ
と
に
な
る
と
全

く
の
素
人
同
姓
仰
で
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
斯

い
申
し
L
げ
ま
す
。
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平成17年虚前期事業部研修会の開催について

平成17年度の前期研修会を下記の通り開催します。
参加を希望する方は、「参加」の欄に○印をつけ、事務局へ申し込んでください。

1、研修会スケジュール

回数

田

　 月 日

05／ 8 ／2る（金）

T　　　 －‘　　 マ 講師 参加

①B 特全項目集計結果の本省報告の概要 小川

②作業責任者の役割と監督能力 ．琴野＿

桜井2 9 ／24 （土〉 ①食料品製造業の安全診断 （A 特受託関連）

②安全衛生診断 （是正勧告を踏まえた診断） 古賀

3 10／22 （土） ①産業展棄物処理徐の安全管理事例 浜田

②アスベストを考える 白須

4 11／26 （土） ①機械の包括的安全基準に関する指針とリスクアセ 磯野

小川

スメント

②小規模事業場 （従楽員49名以下）に対する指導と

役割

2、会場

3、時間

4、CPD

5、会費

6、申込み期限

7、受講制限

かながわ労働プラザ（Lプラザ）

①のテーマ13：30、15：00
壇）のテーマ15：00～1‘：30

①および②のテーマを研修し3CPDとする。

5，0（泊門／回（資料代500円を含む）
但し、啓発部月は3、500円／回とする

8月5日（金）までに事務局へ申し込んでください。

参加者が多い場合は、事業部月を優先します。

平成17年度
社団法人　日本労働安全衛生コンサルタント会

神奈川支部 事業部役員

平成17年度神奈川支部役員名簿

支部長
副文部長

石渡　弘一
賠鴨　一書

事業払底
副事業部長

石原　光雄
桜井　　勉
鰐鴫　一番
馬場　洋一

常任幹事　　磯野　信雄
白須　善男
田中　敏夫
中村　幸男
成田　安二
早川　義久
山内　月次

奉　岩井　裕也
小川　朝男
岡田　健一
西本　典弘
萩野　太郎
松本　　弘
丸山　英樹
官岡　　男
村田　腐高
行友　　浩

幸　鶴岡　寛治
浜田　哲夫
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警
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学

　

　

　

学

工
　
　
　
　
工

学工生－一

小川　朝男
阿部　龍之

常任理事　　石原　光雄
扇　　健一
桜井　　勉
白須　吉男
張江　正信
馬場　洋一
山内　良次

理　　事　　岩井　裕也
稲垣　哲郎
磯野　信雄
岡田　健一
刑部ひとみ
成田　安二
中村　幸男
袴田　　息
早川　義久
丸山　英樹
三通部眞己
雷同　　勇

事
　
役
間
談

監
　
相
願

鶴岡　寛治
北條　一虎
古賀　徹也
田中　辰雄
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